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は しがき

本邦における尿路結 石症の発生頻度は戦後 急速に増加 し、欧米 とほぼ同程度 になって きている。

結石症の原 因の1つ として、私達はカルシウム代謝異常 と、それに係わる副甲状腺機能異常がある

ことを報告 してきた。それらの研究過程 において、2つ の疑問点が浮 かび上が って きた。1つ は尿

路結石症患者の副甲状腺機能 を調べている と、 副甲状腺ホルモン値は正常であるが 、その働 きを伝

達するcyclicAMP値 が 高値 である症例 に遭遇するようにな り、これ らの症例 の副 甲状腺の内分

泌代謝機序は従来 までの概念では説明で きない疑問点である。あと1つ は、副甲状腺ホルモ ンに も

他のホルモ ン同様、その分泌を調節す るホルモ ン(releasinghormone)が ない ものかという疑

問である。

そこで、初め の疑 問点についてはラ ットにcyclicAMPを 大 量に投与 し、上記の異常な内分泌機構

を持つ尿路結石症患者に似た実験モデルを作成 し、その結石形成機序を組織学的、内分泌学的に検

討した。2つ 目の疑問点に対 しては、副甲状腺機能充進症 に対 し、releasinghormoneの 代 表で

ある副腎皮質刺激 ホルモ ン(adrenocorticotropichormone:ACTH)を 投与 し、その 前後の内

分泌並びにカルシウム代謝 の変化を調べた。

以上の基礎的検討か ら、臨床 的にはカルシウム含有尿路結石症症例 と原発性 副甲状腺機能 充進症

の代謝機序 の解 明と、治療にあたった。 これ らの成績を報告する。
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